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2.2.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
駒込俊典 自律走行 AGV のための経路設定システム 
本研究の目的は，工場で無人で部品を搬送する AGV（無人搬送車）の磁気テープを必要としな
い画像処理による自律走行において，交差点や停止位置の標識 ID を利用して走行経路を指定す
る手法を検討することである．  
本システムは従来の磁気テープを貼り直すよりも容易にしなければならないため，画面タッチ
のみで操作できるようにし，PC に不慣れな現場のユーザが使いやすいシステムとして検討した．
岩崎雄太 学内安否確認システムの開発 
本校の防災訓練における安否確認の課題として Web が利用できない状況でも避難所での安否
確認を迅速に行う必要性が挙げられる．本研究では NFC 機能を搭載した小型端末上で IC カード
付学生証の学籍番号を読み取るシステムを作成し練度に依らない安否確認の高速化を実現し
た．また複数台での利用も可能としたことで実験結果から 16 台用いれば本学の学生全員の安否
確認を 10 分以内で行えることが確認できた． 
佐々木翔吾 センサネットワークによって取得されたデータを抽出・変換して表示する Web アプリケーショ
ンの開発 
先行研究において岩手県農業研究センター協力の下，農業研究の現場におけるセンサネット
ワークを利用して取得された情報を閲覧するためのシステムが開発された．この閲覧システム
に対して研究員の要望は「1 時間に一つ毎正時に最も近い時間に取得されたデータ」「1日，半
旬，旬，1ヶ月ごとの最高・最低・平均のデータ」を閲覧したいとの事であった．本研究では
これらの機能を追加した，より利便性の高い閲覧システムを開発した． 
佐々木祥太 Twitter の発言と気象情報の関連付け表示 
異なる種類のデータベースをあたかも一種類のデータベースであるかのように利用できるデ
ータベース仮想化の研究が行われていたが，実際にアプリケーションを使用した検証は行われ
ていない．そのため本研究では，その検証を行うための実用アプリケーションの構築を目的と
し，Twitter のツイートを XMLDB として扱い，気象情報の数値データを RDB として扱い，これ
らのデータを関連付けて表示するシステムを構築した． 
萩庭篤史 自律走行 AGV における標識の画像認識と交差点での応用 
本研究の目的は，工場で無人で部品を搬送する AGV（無人搬送車）の磁気テープを必要とし
ない画像処理による自律走行において，走行が困難な交差点での走行を可能にすることである．
交差点に標識を設置し，認識した標識を指標にして AGV を標識と平行な状態にする．そして，
画像上の標識の大きさが一定以上になった時に，その地点から交差点での旋回・直進に必要な
指示を出し交差点での走行を実現した． 
(b) 博士(前期)論文概要 
該当なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
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(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 狩野大地，佐藤裕幸，澤本潤，和田雄次, 分散環境におけるデータベース仮想化技術の実行効率測定のためのシ
ミュレータの開発，電子情報通信学会技術報告，Vol.113，No.389，IN2013-140，pp.133-138，2014 年 1 月. 
2) ゾリーグ・アナラ, 萩庭篤史, 佐藤裕幸, タブレットＰＣを用いたＡＧＶの自律走行制御における走行精度の向
上, 電子情報通信学会技術報告，Vol.113，No.433，ITS2013-46，pp.93-98，2014 年 2 月. 
3) 萩庭篤史, Zorig Anar，佐藤裕幸, 自律走行 AGV における標識の画像認識と交差点での応用, 電子情報通信学会
2014 年総合大会, A-17-6, 2014 年 3 月. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
 
2.2.4. その他の活動 
該当なし 
  
